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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 地 球 規 模 の 課 題  

（ １ ） Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 削 減 （ 地 球 温 暖 化 の 観 点 ）  

 気 候 変 動 に よ り 、 昨 年 度 、 世 界 の 日 平 均 気 温 の 最 高

気 温 が 過 去 最 高 値 を 記 録 し た 。 ま た 、 自 然 災 害 の 頻 発

化 ・ 激 甚 化 、 猛 暑 に よ る 熱 中 症 患 者 や 死 亡 者 の 増 加 、

さ ら に は 一 次 生 産 量 の 変 動 な ど 、 社 会 経 済 に 深 刻 な 影

響 を 及 ぼ し て い る 。  

 こ の た め 、 地 球 温 暖 化 の 観 点 か ら 気 候 変 動 の 原 因 と

な る Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 を 削 減 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） Ｔ Ｎ Ｆ Ｄ の 推 進 （ 生 物 多 様 性 の 観 点 ）  

 こ れ ま で の 経 済 活 動 は 、 鉱 物 や 木 材 な ど の 天 然 資 源

の 採 取 を 推 進 し て き た 結 果 、 自 然 環 境 の 破 壊 が 進 行 し

て き た 。 一 方 、 近 年 で は Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 の 普 及 に 伴 い 、 環

境 に 配 慮 し た 経 済 活 動 の 重 要 性 が 高 ま っ て い る 。  

 こ の た め 、 生 物 多 様 性 の 観 点 か ら 、 ネ イ チ ャ ー ポ ジ

テ ィ ブ の 推 進 に 向 け て 、 Ｔ Ｎ Ｆ Ｄ を は じ め と し た 環 境

対 応 の 透 明 化 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 持 続 可 能 な 資 源 管 理 （ 環 境 汚 染 の 観 点 ）  

 環 境 中 に 排 出 さ れ た ヒ 素 や 鉛 等 の 化 学 物 質 や 、 海 洋

プ ラ ス チ ッ ク の 蓄 積 な ど に よ り 、 ヒ ト や 生 物 へ の 生 態

影 響 が 深 刻 化 し て い る 。 ま た 、 そ の 影 響 は 、 観 光 業 ・

漁 業 等 の 経 済 活 動 に も 及 ぶ こ と が 懸 念 さ れ る 。  

 こ の た め 、 環 境 汚 染 の 観 点 か ら 、 化 学 物 質 や プ ラ ス

チ ッ ク の 使 用 を 削 減 し 、 持 続 可 能 な 資 源 管 理 を 推 進 す

る こ と が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 １ （ １ ） の 「 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 削 減 」 は 、 気 候 変 動 に

よ る 自 然 災 害 の 抑 制 を 図 り 、 公 衆 の 安 全 に 寄 与 す る こ

と か ら 、 最 重 要 課 題 と 考 え る 。 解 決 策 は 以 下 の と お り 。  

（ １ ） 地 域 特 性 を 踏 ま え た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入  

 Ｃ Ｏ ２ の 排 出 を 抑 制 し て エ ネ ル ギ ー 供 給 を 維 持 し 続

け る た め 、 地 域 に 賦 存 す る 再 エ ネ を 活 用 す る 。 具 体 的

に は 、 未 利 用 の 木 質 や 家 畜 排 出 物 を 活 用 し て バ イ オ マ

ス 発 電 を 行 う 。 ま た 、 地 域 の 耕 作 放 棄 地 や 荒 廃 里 山 等

を 活 用 し て 営 農 型 太 陽 光 発 電 を 実 施 す る 。 さ ら に 、 余

剰 電 力 は 地 域 外 売 却 や 地 域 産 業 へ の 活 用 を 図 り 、 地 域

経 済 の 活 性 化 を 図 る 。  

（ ２ ） 自 動 車 利 用 の 削 減  

 運 輸 部 門 の C O 2 排 出 を 削 減 す る た め 、 自 動 車 利 用 を

抑 制 す る 。 具 体 的 に は 、 立 地 適 正 化 計 画 や 地 域 公 共 交

通 計 画 を 策 定 し 、 各 地 域 拠 点 に 医 療 ・ 商 業 ・ 行 政 施 設

を 集 約 ・ 再 編 す る と と も に 、 拠 点 間 を 公 共 交 通 網 で つ

な ぐ こ と で 、 徒 歩 や 公 共 交 通 に よ る 移 動 を 促 す 。  

（ ３ ） Ｃ Ｏ ２ の 回 収 ・ 有 効 利 用 ・ 貯 留 の 技 術 の 活 用  

 資 源 と し て の 活 用 す る た め 、 Ｃ Ｏ ２ を 回 収 ・ 有 効 活

用 ・ 貯 留 す る 。 具 体 的 に は 、 製 造 工 程 等 で 排 出 さ れ る

Ｃ Ｏ ２ を 化 学 吸 収 法 な ど に よ り 分 離 ・ 回 収 す る 。 回 収

Ｃ Ｏ ２ は 液 化 ・ 圧 縮 し て 輸 送 し 、 人 工 光 合 成 や メ タ ネ

ー シ ョ ン に よ り 有 効 活 用 を 図 る 。 貯 留 で は 、 海 底 の 地

層 や 枯 渇 油 田 ・ ガ ス 田 等 に 注 入 し 、 長 期 間 封 じ 込 め る 。  
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３ ． 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

（ １ ） リ ス ク （ 施 工 ・ 供 用 に お け る 環 境 影 響 ）  

 各 種 イ ン フ ラ の 施 工 及 び 供 用 に あ た り 、 騒 音 や 振 動 、

大 気 質 ・ 水 質 へ の 影 響 に 加 え 、 生 態 系 の 変 化 と い っ た

リ ス ク が 生 じ る 。 ま た 、 環 境 影 響 に 対 す る 住 民 か ら の

不 安 の 声 が 挙 が る リ ス ク も あ る 。  

（ ２ ） 対 策 （ 環 境 保 全 措 置 、 公 表 ）  

 法 令 に 基 づ く 環 境 影 響 評 価 の 適 用 拡 大 や 自 主 ア セ ス

を 実 施 す る 。 具 体 的 に は 施 工 や 供 用 時 に 影 響 を 受 け や

す い 項 目 に 対 し て 適 切 に 環 境 保 全 措 置 を 講 じ て い く 。

ま た 、 環 境 保 全 の 内 容 や 結 果 に つ い て 、 住 民 が 主 体 と

な る 協 議 会 を 通 じ て 広 く 公 表 し て い く 。  

４ ． 技 術 者 倫 理 と 社 会 の 持 続 性  

（ １ ） 技 術 者 倫 理  

 公 共 の 安 全 を 最 優 先 と す る こ と が 必 要 な 要 件 ・ 留 意

点 で あ る 。 再 エ ネ 施 設 等 の イ ン フ ラ 整 備 に あ た り 、 工

期 の 短 縮 や コ ス ト 削 減 よ り も 、 作 業 員 や 地 域 住 民 の 安

全 を 最 優 先 と し た 事 業 を 行 っ て い く 。  

（ ２ ） 社 会 の 持 続 性  

 地 球 環 境 の 保 全 に 努 め る こ と が 必 要 な 要 件 ・ 留 意 点

で あ る 。 各 種 施 工 に あ た り 、 省 エ ネ や 再 生 資 源 に 配 慮

し た 建 設 資 材 を 活 用 す る と と も に 、 低 炭 素 型 建 設 機 械

を 用 い た 施 工 を 行 う 。 ま た 、 Ｌ Ｃ Ａ 設 計 や 環 境 保 全 を

通 じ て 、 「 つ く る 責 任 つ か う 責 任 」 な ど の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の

達 成 に 貢 献 し て い く 。            以 上  


